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教
主
さ
ま
お
作
　
灰
釉
茶
盌
「
綾
の
機
」　

本
宮
山
綾
機
神
社
土
／
本
宮
山
白
藤
釉

定さだ
ま
り
し
心
こ
こ
ろ

の
底そこ
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ゃ
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石
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ご
か
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ゑ
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出
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大
本
本
部
長
・
人
類
愛
善
会
会
長
　
小 

林
　
龍 

雄

令
和
の
み
ろ
く
の
真
中
に

　

関
東
教
区
、
東
北
教
区
、
新
潟
分
苑
の
み
な
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
の
神
集
祭
・
最
終
日
祭
典
に
先
立
ち
、
教
主
さ
ま
に
は
全
国
か
ら
参
集

さ
れ
た
機
関
長
と
ご
面
会
さ
れ
、
そ
の
折
に
、
明
る
い
兆
し
と
し
て
二
代
教
主

さ
ま
の
ご
染
筆
「
み
ろ
く
の
よ
に
な
る
」
の
ご
献
納
が
あ
っ
た
こ
と
を
話
さ
れ
、

色
紙
を
ご
披
露
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
国
機
関
長
が
歓
喜
さ
れ
た
の
は
も
と
よ
り
で
す
が
、「
み
ろ
く
の
よ
に
な
る
」

と
の
確
信
の
書
が
神
集
祭
最
終
日
、
旧
暦
７
月
12
日
の
聖
師
さ
ま
の
ご
聖
誕
日
に

目
の
前
に
現
れ
ま
し
た
こ
と
は
誠
に
吉
祥
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
教
主
さ
ま
は
昨
年
の
大
本
開
祖
大
祭
ご
挨
拶
に
お
い
て
「
み
ろ
く

の
よ
に
な
る
」
の
ご
聖
言
を
用
い
て
『
私
た
ち
は
「
み
ろ
く
の
よ
に
な
る
」
と

の
神
さ
ま
の
力
強
い
お
言
葉
を
心
に
刻
み
、
風
・
水
・
火
、
飢
・
病
・
戦
の
大

三
災
、
小
三
災
の
な
い
み
ろ
く
の
世
の
実
現
を
祈
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
全
て
の

人
を
相
互
に
愛
し
、
赦ゆ
る

し
合
い
、
助
け
合
い
、
支
え
合
っ
て
、
二
代
教
主
さ
ま

の
お
歌
の
よ
う
に
気
を
強
く
、
広
く
、
大
き
く
細
や
か
に
温
か
み
あ
る
人
と
な

ら
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
う
い
う
時
こ
そ
気
持
ち
を
強
く
し
っ
か
り
持
っ
て
、
元

気
で
明
る
く
前
向
き
に
忍
耐
強
く
、
共
に
こ
の
厳
し
い
難
局
を
乗
り
越
え
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
』
と
、
ご
教
示
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
世
界
は
ど
う
な
る
の
か
と
案
じ
ら
れ
る
日
々
が
続
い
て
お
り

ま
す
が
、
神
さ
ま
の
お
導
き
に
よ
り
、
こ
の
渡
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
橋
の
先

に
は
必
ず
や
光
明
が
あ
る
、
と
信
じ
て
ま
い
り
た
く
存
じ
ま
す
。
そ
し
て
大
事

な
の
は
私
た
ち
が
前
向
き
な
積
極
的
な
気
持
ち
に
な
っ
て
少
し
ず
つ
で
も
行
動

を
起
こ
し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

令
和
の
五・六・七
（
み
ろ
く
）
の
真
中
の
年
に
あ
た
り
ま
す
今
年
は
、
神
さ
ま

の
お
示
し
ど
お
り
の
世
界
に
近
づ
く
た
め
の
大
切
な
三
年
間
と
覚
悟
を
も
っ
て
、

皆
さ
ん
で
手
を
携
え
喜
び
勇
ん
で
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



日　程日　程  2 月 23日（2月 23日（祝・祝・金）午前９時（受付）	 	金）午前９時（受付）	 	
	 　〜 25日（	 　〜 25日（日日）正午ごろ）正午ごろ
会　場会　場	 大本東京本部・東光苑	 大本東京本部・東光苑
内　容内　容		 大道場修行初日の「大本の出現」〜４日目大道場修行初日の「大本の出現」〜４日目

の「大本の使命」まで（梅松苑での講座をの「大本の使命」まで（梅松苑での講座を
受講すると、全日程の修了となります）受講すると、全日程の修了となります）

参加費参加費		 4,500 円（宿泊・食費を含む）4,500 円（宿泊・食費を含む）
		 ※別途「修行のしおり」1,000 円（お持ち※別途「修行のしおり」1,000 円（お持ち

	 　でない方）	 　でない方）

定　員定　員		 20 人（定員に達し次第、締め切り）20人（定員に達し次第、締め切り）
		 ※分割での受講も可※分割での受講も可

	 ※宿泊は相部屋になります	 ※宿泊は相部屋になります

申　込申　込		 氏名・所属・食事・テキストの要否を明氏名・所属・食事・テキストの要否を明
	 記の上、下記までお申し込みください	 記の上、下記までお申し込みください
	 東京宣教センター愛善宣教課（担当・西山）	 東京宣教センター愛善宣教課（担当・西山）
	 Mail　k-nishiyama@oomoto.or.jp	 Mail　k-nishiyama@oomoto.or.jp
	 Tel	03-3821-3701	 Tel	03-3821-3701
	 Fax	03-3821-5283	 Fax	03-3821-5283
締　切締　切		 ２月 16日（金）２月 16日（金）

東光苑東光苑  大道場修行大道場修行

東
光
苑
月
次
祭

　
青
年
部
が
祭
員
奉
仕

  

２２
月    

東
光
苑
祭
典
・
行
事
予
定

　

12
月
東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫
命
例

祭
は
12
月
10
日
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
斎

主
・
椎
野
恭
三
祭
務
課
長
の
も
と
執
行
さ
れ

２
３
０
人
が
参
拝
し
た
＝
写
真
左
。

　

祭
員
は
関
東
教
区
青
年
部
員
が
、
伶
人
は

二
絃
の
会
関
東
支
部
、
大
本
神
諭
拝
読
を
大
久

保
照
子
青
年
部
員
が
、
東
光
庵
で
は
添
釜
が
開

か
れ
茨
城
主
会
が
担
当
し
た
。

　

祭
典
後
、
橋
本
伸
作
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長

が
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
木
村
且
哉
大
本
愛
善
学

苑
長
と
学
苑
生
が
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。
そ
の

後
、
成
尾
陽
総
務
・
祭
務
部
長
が
「
綾
機
神
社

と
稚
姫
君
命
」
と
題
し
て
記
念
講
話
を
行
っ
た

＝
写
真
下
。２
階
講
座
室
で
は
、パ
ネ
ル
展
示「
末

で
都
に
成
る
錦
の
機
の
経
綸
」
が
催
さ
れ
た
＝

写
真
下
。
ま
た
、
長
生
殿
前
の
土
地
取
得
を
記

東光苑オンライン講座東光苑オンライン講座
２⺼25日（日）19：00 〜

　講師：椎野恭三（東京宣教センター祭務課長）
　人は皆、与えられた人生を歩まさせ
ていただいています。10 人おられたら
10 通りの道があります。そんな中でも
悩みや苦しみ、悲しみ、喜びが湧いて
きます。人生を豊かに歩むために、何
を考え、何を行い、どこに進むべきか。

大本のみ教えを基に、この度は人生の歩み方につ
いて、お話しさせていただきます。

大本東京本部ホームページでご覧ください！大本東京本部ホームページでご覧ください！

人生を豊かに生きるために人生を豊かに生きるために

念
し
て
お
神
酒
（
樽
酒
）
と
プ
リ
ン
が
供
え
ら
れ
、

参
拝
者
は
ご
神
徳
に
浴
し
た
。

自
己
を
見
つ
め
る
集
い

　

自
己
を
見
つ
め
る
集
い
（
鎮
魂
と
浄
書
）

が
11
月
25
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
か
ら
大

本
東
京
本
部
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
一
般
８

人
を
含
む
16
人
が
参
加
し
た
。

　

参
加
者
は
、
神
前
礼
拝
、
鎮
魂
の
解
説
を

受
け
た
後
、
鎮
魂
の
姿
勢
を
と
っ
て
約
40
分

間
に
わ
た
り
、
静
か
に
瞑
想
し
た
。
続
い

て
浄
書
で
は
解

説
を
聞
い
た
後
、

墨
を
す
り
、
毛

筆
で
『
お
ほ
も

と
し
ん
ゆ
』
を

浄
写
し
た
＝
写

真
。
研
修
会
終

了
後
、
薄
茶
の

接
待
を
受
け
た
。

		

33
日
（
土
）
午
後

日
（
土
）
午
後
66
時時
3030
分
〜
分
〜

　
　
開
教
１
３
２
年
節
分
大
祭
遥
拝
祭

　
　
開
教
１
３
２
年
節
分
大
祭
遥
拝
祭

　
　
二
代
教
主
・
四
代
教
主
聖
誕
祭

　
　
二
代
教
主
・
四
代
教
主
聖
誕
祭

		

1111
日
（
日
（
日日
）
午
前

）
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

東
光
苑
月
次
祭

東
光
苑
月
次
祭

豊
年
祈
願
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
大
祭

豊
年
祈
願
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
大
祭

		

2323
日
〜
日
〜
2525
日
（
金
〜

日
（
金
〜
日日
））

東
光
苑
大
道
場
修
行

東
光
苑
大
道
場
修
行

2525
日
（
日
（
日日
））		

午
後
７
時
〜

午
後
７
時
〜

  

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
配
信
）

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
配
信
）

  

　
講
題

　
講
題    

人
生
を
豊
か
に
生
き
る
た
め
に

人
生
を
豊
か
に
生
き
る
た
め
に

  

　　
講
師
講
師    

椎
野
　
恭
三

椎
野
　
恭
三

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　（
東
亰
宣
教
セ
ン
タ
ー
祭
務
課
長
）

（
東
亰
宣
教
セ
ン
タ
ー
祭
務
課
長
）


